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Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）という4つの単語の頭文字

をとった言葉で、先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態を意味します

全国学校軽音楽部協会

軽音楽部の諸活動を通して若者の成長を応援しています

軽音楽部を知ってもらおう

地域や社会に貢献しよう

自主自律した部活動を目指そう

軽音楽部は、部活動としての歴史が浅く、古いポピュラーミュージックやバンドへの偏

見も一部に残っており、正しく認知されていないのが現状ですが、軽音楽を通した部活

動の有意義さを学校内外へ広めましょう

軽音楽部の活動は、日々の練習や演奏会などへの出演、大会やコンテストへの参加だけ

にとどまらず、音楽を通して、地域や社会貢献につながる活動をしましょう

学校教育の一環と言われる部活動のひとつとして、VUCA* と呼ばれる、正解のない時

代に翔ける人間の育成を目指し、生徒自身が考えて行動する部活動を目指しましょう
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特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会
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全国約4,800校の
高校に軽音楽部を  
※現在、軽音楽部があるのは2,042校です（令和6年11月1日当協会調べ）

！

当協会の理念や活動内容にご賛同いただける方々のご寄付をお待ちしております
詳しくはこちらまで…
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　全国には高等学校が約 4,800 校あります。ほぼすべての

高校の文化祭では、体育館などを使用してバンドのライブ演

奏が出し物としてあると思いますが、部活動が存在するのは

約 4 割の 2,000 校に過ぎません。当協会では、日頃の練習

成果を発表する場として、3 つの地域でブロック大会を開催

しています。具体的には、関東大会、中部大会、近畿北陸大

会の 3 地域で、参加対象となる高校数は約 1,500 校、全国

の軽音楽部の 75％をカバーしています。

　その 3 地区では、大会の回を重ねていく度に演奏のレベル

が上がり、高校生の伸び代の大きさに毎度驚かされるのです

が、他方で、コンテストでの上位入賞を目指すあまり、競争

に走ってしまう傾向が出てきているのも事実です。軽音楽部

は芸術や文化を対象にした部活動であり、運動部のように優

劣がはっきりと客観的に現れるものではありません。にもか

かわらず、どのようにすれば審査員から高評価を得られるだ

ろうという意識が働いたり、1 位を逃すと明らかに意気消沈

した表情で表彰式に臨む姿を見ると心が痛みます。大会が終

わる度に今回の審査はどうだったのかと議論を重ねています

が、音楽に優劣はありませんので、審査結果に正解はありま

せん。

　悩んだ挙句…他の文化部活動の評価方法から学べないかと

考え、（愛知県の）高等学校文化連盟の中から、吹奏楽専門部、

郷土芸能専門部、演劇専門部の部会長に、それぞれの専門部

ではどのように評価基準を決め、誰がどのように審査してい

るのか、率直に聞いてみることにしました。結果は本文にま

とめましたが、どの部活動も同じような悩みを持ち、長い歴

史の中で試行錯誤を繰り返し、現在の方法に落ち着いたとい

うのがオチでした。3 つの専門部の歴史は長く、戦前から活

動している部もあり、それに比べて軽音楽部の歴史はものす

ごく浅く、戸惑うのも無理はありません。今後は先駆者に学び、

議論を重ね、試行錯誤を繰り返すことが大切だ…と、ぐるっ

と回って、当たり前な結論に達しました。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長 三谷佳之
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大
喜
び
で
し
た
。

　

他
に
も
、
卒
業
す
る
３
年
生
を
送
る
会
（
予

餞
会
）
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
部
だ
け
で
な
く
、
３
年
生
全
員
に
向

け
て
、
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
つ
け

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
普
段
よ
り
も
楽
し

く
、
お
か
し
く
演
奏
し
た
り
、
３
年
生
を
明
る

く
送
り
出
す
よ
う
な
曲
を
披
露
し
て
、
会
全
体

が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
部
活
動
を
運
営
す
る
際
の
方
針
や
目
指
し
て

い
る
も
の
は
…

羽
鳥
：
今
、
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、SD

G
s

じ
ゃ

な
い
で
す
が
、「
持
続
可
能
な
部
活
動
」
と
い
う
の

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
顧
問
の
先
生
は
学
校

の
運
営
上
、
ど
う
し
て
も
代
わ
っ
て
し
ま
う
タ
イ

ミ
ン
グ
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
私
は
顧
問

を
３
年
間
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
先
も
変

わ
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

で
す
し
、
い
つ
か
は
定
年
退
職
を
迎
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
来
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
顧
問
が
交
代
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
部
活
動
の
方
針
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
活
動
自
体
が
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

い
か
に
「
運
営
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
確
立
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
部
員
た
ち
に
受
け
継
い
で
も
ら
っ

て
い
け
る
か
…
と
い
う
部
分
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
部
長
や
副
部
長
だ
け
で
な
く
、

演
奏
会
を
取
り
仕
切
る
「
ラ
イ
ブ
委
員
」
や
校

内
で
宣
伝
し
た
り
、
外
部
に
向
け
た
広
報
活
動

を
行
う
「
広
報
委
員
」
な
ど
、
部
長
以
外
の
役

職
を
設
け
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
内
容
が
細
か
く
な
り
、
生
徒
自
身
も
き
ち

ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
と
は
、

そ
れ
ら
の
細
か
い
役
職
内
容
を
ど
ん
ど
ん
次
の

世
代
に
継
承
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
、
顧
問
が

代
わ
っ
た
り
、
部
員
た
ち
が
卒
業
し
て
い
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
が
無
駄

に
な
る
こ
と
は
な
い
で
す
し
、
結
果
的
に
長
く

続
い
て
い
く
部
活
動
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
昨
年
度
ま
で
所
属
し
て
い
た
生
徒
に

楽
器
は
演
奏
し
な
い
け
れ
ど
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
部
に
所
属
し
て
い
た
子
が
い
ま
し
た
。
部
活

動
の
運
営
や
演
奏
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と

に
興
味
の
あ
る
生
徒
だ
っ
た
の
で
す
が
、
部
活

動
の
新
し
い
方
向
性
や
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●
貴
校
の
部
を
一
言
で
表
す
と
、
ど
ん
な
部
活

動
で
す
か
…

羽
鳥
：
一
言
で
表
す
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
思

い
浮
か
べ
る
の
は
「
成
長
期
」
か
な
…
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
３
年
前
に
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
の
顧

問
に
な
り
、「
ど
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
部
活
動
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
な
？
」
と
い
う
部
分
に
注

目
し
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
。「
周
り
の
み
ん
な

が
部
活
動
を
や
っ
て
い
る
か
ら
、
私
も
入
り
ま
し

た
…
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
ら
積
極
的
に

取
り
組
み
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
成
長
期
の
段
階
で
す
。
ま
だ
ま
だ
改
善
点

は
多
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
部
員
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
役
割
が
で
き
て
き
て
お
り
、
顧
問
が
「
あ
あ

し
な
さ
い
、こ
う
し
な
さ
い
」
と
指
示
を
し
た
り
、

リ
ー
ド
す
る
の
で
は
な
く
、「
ど
ん
な
部
活
動
に

し
て
い
き
た
い
の
か
」
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
る

雰
囲
気
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
現
代
風
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
生
徒
の
主
体
性
」
を
基
軸
に
し
た
部
活

動
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
三
谷
暢
之

interview

●
「
第
2
回 

全
国
高
等
学
校
軽
音
楽
部
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
イ
ン
ス
ト
部
門
）」

で
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
し

た
山
口
智
美
さ
ん
は
、
ど
ん
な
生
徒
で
す
か
…

羽
鳥
：
普
段
か
ら
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い
る
生

徒
で
、
周
り
の
友
人
も
笑
顔
に
さ
せ
る
よ
う
な

子
で
す
。
い
つ
も
面
白
い
生
徒
な
の
で
す
が
、

楽
器
の
練
習
な
ど
に
は
す
ご
く
ス
ト
イ
ッ
ク
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
て
い

く
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り

は
不
思
議
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
友
人
と
の
関
係
性
も
良
好
で
す
し
、

好
き
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
追
求
し
て
い
く
タ
イ

プ
で
す
。
部
の
中
で
も
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な

存
在
で
、
周
り
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
る
子
で
す
。

●
現
任
校
へ
の
着
任
時
期
や
顧
問
歴
は
…

羽
鳥
：
私
が
本
校
に
赴
任
し
た
の
は
今
か
ら
５

年
前
な
の
で
、
２
０
２
０
年
で
す
。
非
常
勤
講

師
と
し
て
着
任
し
、
そ
の
後
、
専
任
の
教
諭
に

な
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
の
顧
問
と

し
て
は
、
今
年
度
で
３
年
目
で
す
。
楽
器
は
中

学
３
年
生
の
頃
に
ギ
タ
ー
を
始
め
て
、
そ
こ
か

ら
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
触
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

顧
問
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
た
ま
た
ま
私
も

高
校
時
代
に
軽
音
楽
系
の
部
活
動
に
所
属
し

て
い
た
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
す
が
、
前
任
の

顧
問
の
先
生
が
定
年
退
職
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
が
顧
問
を
引
き
継
ぐ

形
に
な
り
ま
し
た
。

●
部
員
数
や
バ
ン
ド
数
、
コ
ー
チ
な
ど
は
…

羽
鳥
：
実
質
的
に
活
動
し
て
い
る
の
は
１
年
生

と
２
年
生
で
す
が
、
３
年
生
も
含
め
る
と
、
部

員
数
は
95
名
で
す
。
そ
の
う
ち
の
28
名
が
３
年

生
な
の
で
、
１
・
２
年
生
は
67
名
に
な
り
ま
す
。

一
部
の
バ
ン
ド
を
除
い
て
、
固
定
の
バ
ン
ド
を

組
ん
で
い
な
い
の
で
、
演
奏
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
あ
る
度
に
少
し
変
動
し
ま
す
が
、
大
体
15

バ
ン
ド
く
ら
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
チ

や
外
部
の
指
導
者
な
ど
は
お
ら
ず
、
３
名
の
顧

問
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
だ
り
、
運
営
を

分
担
し
て
い
ま
す
。

●
普
段
の
活
動
と
年
間
を
通
し
た
行
事
は
…

羽
鳥
：
平
日
は
火
曜
日
以
外
は
毎
日
行
っ
て
お

り
、
土
曜
日
や
日
曜
日
は
学
校
の
行
事
で
演
奏

し
た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
な
ど
に
参

加
す
る
際
の
練
習
日
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
た
行
事
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

４
月
に
新
入
生
歓
迎
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
演
奏

を
披
露
す
る
ほ
か
、
６
月
に
新
入
部
員
が
演
奏

す
る
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。８
月
に
行
っ

て
い
る
定
期
演
奏
会
で
は
、
優
れ
た
演
奏
を
披

露
し
た
バ
ン
ド
や
動
画
を
撮
影
し
て
提
出
し
た

バ
ン
ド
が
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
清
風
祭
」

と
い
う
本
校
の
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

11
月
に
は
「
保
土
ヶ
谷
バ
ン
ド
バ
ト
ル
」
と

い
う
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
参
加

し
て
い
る
ほ
か
、
部
内
で
の
演
奏
会
を
12
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
と
３
月
に
も
演
奏
会
を

予
定
し
て
お
り
、
隔
月
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
演
奏

を
披
露
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
練
習
に
つ
い
て
は
、
バ
ン
ド
で
音
出

し
が
で
き
る
部
屋
は
「
音
楽
室
」
の
１
か
所
な

の
で
す
が
、
も
う
一
部
屋
、
教
室
を
お
借
り
し

て
お
り
、
次
の
バ
ン
ド
が
練
習
に
入
る
ま
で
の

待
機
場
所
、
兼
個
人
練
習
の
ス
ペ
ー
ス
に
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
プ
に
接
続
せ
ず
に
、生
音
で
チ
ャ

カ
チ
ャ
カ
と
練
習
し
て
い
る
感
じ
で
、
個
人
練

習
は
教
室
な
ど
で
行
い
、
音
楽
室
で
は
バ
ン
ド

で
の
「
合
わ
せ
練
習
」
に
徹
し
て
い
ま
す
。
音

楽
室
で
の
バ
ン
ド
練
習
は
毎
日
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
ん
で
お
り
、
練
習
時
間
を
決
め
て
い
ま

す
。
平
日
の
活
動
時
間
が
15
時
40
分
か
ら
18
時

20
分
ま
で
な
の
で
、
各
バ
ン
ド
が
40
分
ず
つ
…

毎
日
５
バ
ン
ド
ほ
ど
が
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
定
期
的
に
「
部
会
」
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

全
員
が
出
席
し
て
、
打
ち
合
わ
せ
や
確
認
事
項

な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

●
貴
校
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
は
…

羽
鳥
：
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
た
の
で
す
が
、

や
は
り
「
清
風
祭
（
文
化
祭
）」
に
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
優
れ
た
発
表

を
し
た
団
体
に
賞
が
授
与
さ
れ
る
の
で
す
が
、

「
賞
が
欲
し
い
よ
ね
…
」
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
昨
年
と
今
年
の
清
風
祭
で
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
部
が
賞
を
い
た
だ
き
、
部
員
一
同
、

1997年神奈川県生まれ。横浜清風高等
学校専任教諭（地歴・公民）。部員とな
かなか音楽の話しが合わないため、こっ
そり自分が好きなバンドを布教しようと
画策している。今のところうまくいって
いない。

羽鳥拓志

生
徒
の
主
体
性
を
大
切
に

し
た
部
活
動
運
営

　
顧
問
や
部
員
が
代
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
、
将
来
を
見
据
え
た
「
持
続
可
能
な
部
活
動
」
を
目
指
し
て

入賞校顧問に聞く

羽
鳥
拓
志

横
浜
清
風
高
等
学
校 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部 

顧
問
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スケール練習 ギター・ベース編

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習
基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！

小指を 5 フレットにズラし、今度は小指を始点

に下降ラインの半音進行で6弦まで戻ります（図

1）。これを 1 フレットずつズラして、12 フレ

ットまで連続で繰り返します。

　慣れてきたら、４本の指の弾く順番をパズル

のように入れ替えて様々なパターンで弾くと、

さらに効果的です。右手もオルタネイトのピッ

キングをアップから始めたり、ベースの 2 フィ

ンガーを違う指から始めたりすると、右手の自

由度を増す練習になると思います。

　符割りは 4 分音符のメトロノームに対し　

て、4 分音符、8 分音符、16 分音符、3 連符

など、レベルに応じて複数行うと良いでしょ

う。応用編として、2 拍ごとに 4 分音符→ 8

分音符→ 16 分音符→ 3 連符という具合に符

割りを変化させたりするとリズムに対しての

柔軟性が養われます。

　すべてに言えることですが、体のどこかで

必ずリズムを取りながら弾くことが大事なポ

イントです。レベルによって、例えば、初心

者は片足で、経験者は両足で交互になど、変

化を付けても構いませんが、最終的には体全

体でリズムを感じながら弾けることが目標で

す。リズムを取る足は弾くことに支障がない

程度になるべく大きく取るようにしてくださ

い。リズムの取り方が小さいと、リズムのズ

レを自覚症状として感じにくくなります。初

心者でテンポについていけない生徒がいたら、

テンポを倍で取るなど、確実に行えるように

アレンジしてみてください。

　「スケールを覚える」ということに限って言え

ば、いきなり楽器を使って練習するのはあまり

オススメしません。譜面を見ながら運指練習を

していると、途中で譜面から目を離した途端に、

どこを弾いているのかわからなくなるからです。

まず指板上のポジションを「形」として目で把

握するという意味で、指板の白地図を作って、

スケールの音の位置を記入しましょう。6 弦と

5 弦（ベースは 4 弦と 3 弦）は音名で書き、と

りあえず他は黒丸でも OK です。ルート（1 度、

スケールの出発点となる音）で使用することが

多い低音弦の指板の音をこの機会に一緒に覚え

てしまいましょう。

　半音進行での運指練習の次は、半音と全音で

隣り合う部分を両方持つダイアトニック・スケ

ールで行います。基本のスケールである「C メ

ジャースケール」は調号（♯や♭）がないので

指板の音を覚えやすく、完璧にマスターすれば、

アベイラブルノート・スケール（コード上でメ

ロディーに使うことが可能な音を音階として表

したもの）をすべて網羅することができるので、

最適です。

　今回のメカニカル・トレーニングではスケー

ルを覚えるというよりは、そのポジションを使

って練習することがメインになるので、必ずし

もルートから弾き始めるわけではありません。

したがって聴感上、メジャースケールには聴こ

えないので、注意してください。白地図に書い

た C メジャースケールを 5 つのブロック（図 2

～ 6、ベースの場合は 3 弦～ 6 弦がベースの

1 弦～ 4 弦に相当します）に分け、それを地図

に記入させてください。これを 1 つずつ練習し

ていき、最終的にはブロック A から順次、続け

て弾けることを目指します。ポイントは始める

音をしっかりと確認してから弾くことです。各

ブロックを覚えることでフレーズの幅が広がり、

将来的には他のスケールにも対応できるように

なります。このエクササイズはクロマチック・

スケールの時よりも運指に規則性がないため、

右手と左手の動きをしっかりと意識して行わな

いとバラバラになってしまうので、注意してく

ださい。レベルを見ながら、でき具合によって

はテンポをクロマチック・スケールの時よりも

遅くして、より確実に行いましょう。

　メカニカル・トレーニングは「指板を指で押

さえる」「弦を弾く」という単純なことがどれだ

けスムーズにできているか、がとても重要にな

ります。これらのことは体に覚えさせる以外に

方法がないので、毎日少しずつでも良いので、

行ってください。はじめはなかなか思うように

弾けないと思いますが、続けることが最も大切

です。演奏する前に行うとウォーミングアップ

にもなるので、腱鞘炎などの予防にもなります。

文・岩尾 徹

　ギターやベースを弾く上で習得しなければな

らないことはたくさんあります。音楽理論など

の知識はもちろんですが、一番大事なことは

「弾くという動作」のシェイプアップです。無

駄のないフィンガリングやスムーズなピッキン

グ（ベースの指弾きの場合は弦へのタッチ）の

練習をすることが上達への鍵となります。弾く

動作をシェイプアップすることで様々なフレー

ズが弾けるようになり、正確なフィンガリング

やピッキングによってサウンドも向上します。

　今回はスケール（音階）を使ってのトレーニ

ングを紹介しますので、同時にスケールも覚え

られ、音楽的にも楽しく練習することができる

と思います。音楽雑 Z 誌などに掲載されてい

る「メカニカル・トレーニング」にはテクニカ

ル系、特に速弾きの養成を目的としたものが多

く見受けられますが、本来は右手と左手のバラ

ンスを良くすることを目的で行うものです。も

ちろんテンポを速くすれば、速弾きのエクササ

イズにもなりますが…。

　トレーニングをする際の注意点は、まず両

手の動作を意識的にコントロールできる状態

のテンポで行うことです。練習では生徒が弾

けると思っているテンポよりも遅く、余裕を

持って弾けるテンポで行ってください。なお、

ただエクササイズ・メニューをこなすだけで

はなく、弾いている中で以下の注意点がきち

んとできているかを意識するようにアドバイ

スしてください。

　左手の運指は始点とした指から必ずフレット

に沿って、順次それぞれの指で押さえるように

してください。例えば、人差し指で５フレット

を押さえたら、７フレットは必ず薬指で押さえ

るようにします。手が大きい人でも中指で押さ

えてはいけません。他の弦に移動する際に始点

となる指がフレットを移動する場合などは特に

注意しましょう。使いやすい指で押さえてしま

わないようにします。また、基本的に弾いてい

ない指も指板から離れないことが大切です。こ

れは弾いていない弦を他の指でミュートして、

関係のない音まで鳴ってしまわないようにする

ためです。さらに、指板を押さえている指は次

の指が指板に着く前に離さないことも重要で

す。意識しすぎて、指が指板に残ってしまって

もダメです。指が入れ替わる瞬間に、同時に指

板から指を離すように心がけましょう。

　右手の動きは規則性を保ちながらリズムの

中でピッキングやフィンガリングをしなけれ

ばなりません。ピックの場合もベースの 2 フ

ィンガーの場合もオルタネイト（アップとダ

ウンのピッキングや人差し指と中指のフィン

ガリングを規則的に交互に繰り返すこと）で

行い、フレーズにリズムを伴った状態で弾く

ことが重要です。

　ギターやベースを弾くということは単純に言

えば、指板上の左手で押さえている弦を右手で

弾（はじ）くだけのことなのですが、意外にこ

れが難しいものです。ゆっくりなテンポから以

上のような注意点を守って、地道に練習してい

きましょう。

　メカニカル・トレーニングの導入部としては

「クロマチック・スケール（半音階）」が良いで

しょう。実際はクロマチック・スケールを弾く

わけではなく、半音でつながった音を弾いて、

各指の動きの独立性のみを目指したエクササイ

ズになります。個々で自分の音を聴ける環境が

あれば良いのですが、無理な場合はアンプにつ

ながずに生音で行ってください。

　まず人差し指で 6 弦 1 フレットを弾き、そ

れを始点に残りの 3 本の指を 2、3、4 フレッ

トと半音ずつ弾いて、１弦まで上昇していきま

す。戻る時は最後に弾いた 1 弦 4 フレットの

メカニカル・トレーニングを
する際に注意するべきポイント

クロマチック・スケールを使った
半音進行エクササイズ

楽器を弾かずに白地図を書いて
まずスケールのポジションを覚える

Cメジャースケールを使った
エクササイズ

図1　ベースの場合は5フレットからでもOK

図4　Cメジャースケール　ブロックC

図2　Cメジャースケール　ブロックA

図5　Cメジャースケール　ブロックD

図3　Cメジャースケール　ブロックB

図6　Cメジャースケール　ブロックE
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スケール練習 ボーカル編

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習
ールで発声します。それぞれの音程が確認でき

たら、メトロノームに合わせて「ド→レ→ミ→

ファ→ソ→ラ→シ→ド」と続けた上昇形と、「ド

→シ→ラ→ソ→ファ→ミ→レ→ド」という下降

形で、C メジャースケールの音程の差を練習し

ます。その後、リップロールではなく地声の発

声で同じことを行ってください。

　スケールには、大きく分けるとメジャースケ

ールとマイナースケール（短調）があり、基本

的に楽曲はこのどちらかを基準としてできてい

ます。メジャースケールと一緒にマイナースケ

ールにも挑戦してみてください。例えば、Cマ

イナースケール（ハ短調）の音は「ド、レ、ミ

♭、ファ、ソ、ラ♭、シ♭」になり、メジャー

スケールと比べると3、6、7番目の音が♭（半

音下がる）していて、8つの音の幅が変わります。

同じように1つ1つの音を確認しながら行って

ください。

　慣れてきたらスタートの音を変えて、レ（D）

から始まる D メジャースケール「レ→ミ→ファ

♯→ソ→ラ→シ→ド♯→レ」、ミから始まる E

メジャースケール、その後はファ（F）、ソ（G）、

ラ（A）、シ（B）の各メジャースケールとマイ

ナースケール（それぞれ 3、6、7 番目の音を

♭させます）を練習してみてください。男子と

女子が混在している場合は、どちらかをオクタ

ーブ上（あるいは下）で行っても構いません。

　基本的なスケールの発声がしっかりとできた

ら、一歩進めた基礎練習として「スケール・シ

ンギング」を行うとさらに効果的です。スケー

ル・シンギングには「ステップワイズ」と「リ

ープ」があります。ステップワイズとは、ドと

レ、レとミ、ミとファ…など、スケール上の隣

にある音を交互に発声する練習法で、リープは、

ドとソ、レとラ、ミとシ…と、離れた音を交互

に発声する練習法です。これらは、2 つの音の

差をきちんと発声できるようにする練習として

効果があります。自然に発声できるようになる

までいろいろな音域で練習してください。スケ

ール・シンギングを地道にやっていくと、必ず

苦手な音程やリープが見つかります。苦手な音

だけを重点的に練習することで、難しい音程を

克服することができたり、自分の声や歌が最も

上手に聴こえる、自分に合ったキーの曲や歌い

方が見つかるようになります。少し苦手な音が

出てきたら、先にリップロールで発声してから

地声で行うと上達のスピードが速くなります。

　

大事なことは、なんとなくではなく集中して行

うことです。スケール・シンギングを 1 人ずつ

レコーダーで録音して聴き返すなど、1 つ 1 つ

丁寧に行ってください。ギタリストのチューニ

ングメーターやチューナーアプリを使った「音

程を一致させる訓練」も、ゲーム感覚で楽しく

行えると思います。

　ボーカリストは人数が多いと思うので、和音

で音程の練習をするのも良いでしょう。基本的

な和音は 3 声の「トライアド」です。メジャー

コード（C メジャーならド、ミ、ソ）とマイナ

ーコード（C マイナーならド、ミ♭、ソ）で、

和音感をつかむための練習をしましょう。例え

ば、A さん、B さん、C さんの３人 1 組、も

しくは A グループ、B グループ、C グループの

3 組に分けて、A が「ド」、B が「ミ（マイナ

ーならミ♭）」、C が「ソ」を発声します。自分

が出している音が他の人との 3 声の中で鳴って

いる意識が持てるようになるまで練習しましょ

う。曲の伴奏がメジャーで鳴っているのか、マ

イナーで鳴っているのかが自然と聴き取れるよ

うになり、伴奏のコード感を聴きながらメロデ

ィーを歌えるようになります。

　全体練習としてのエクササイズではないので

すが、音程を安定させるためには「メロ譜を書く」

ことと「楽器に触れる」ことが近道となります。

これらは両方ともボーカリストが苦手とすると

ころで、自分からは避けて通ることが多い部分

です。

　まず「メロ譜を書く」ことは、自分が発声す

る音が何の音なのか、前後の音とどのぐらい差

があるのかを把握することに効果があります。

本来は、正式な譜面の書き方にしたがって音符

の長さや休符もキチンと五線紙に書いていく方

が望ましいのですが、初めのうちは自分の歌い

たい曲（今取り組んでいる曲）のメロディーの

音程を五線紙に書き込んでいくだけでも構いま

せん。

　また、基本的にはボーカリストは楽器の演奏

ができなくても良いのですが、メロディーの音

程を知るためには楽器に触れることが一番で

す。ほとんど演奏できないレベルの、メジャー

スケールやマイナースケール、あるいはトライ

アドが弾けるだけでも十分です。楽器に触れて

音程を探ることで、音を聴いて自分が発声する

ための相対音感も良くなり、最低限の音楽知識

も身につきます。まったく楽器に触れたことの

ない生徒さんには、少し楽器に触れる機会を多

くするように指導してあげてください。お勧め

は、すべての楽器の基本であるピアノです。

　ボーカリストは、なかなか自宅で練習ができ

ないと思うので、「メロ譜書き」と「楽器に触

れる」ことをさせていくことによって、音程を

とる基礎的な土台ができていきます。そういっ

た土台作りと共に、部活動で全体練習をするこ

とで効果はさらに上がります。

文・伊丹谷良介

　歌はただ何度も反復して歌っているだけでは

上達しません。特にテクニカルな面では、歌の

基礎的なスキルがないと様々に応用していくこ

とは難しくなります。それは、野球で直球が投

げられないと変化球が投げられないのと同じで

す。近年の中高生が好むロックやポップスの流

行歌は、応用的な歌唱力が必要となる曲が多く

なってきています。まずは、しっかりとした基

礎を身につけましょう。

　第 3 回では「発声の基礎練習」に関して記し

ましたが、今回はもう 1 つの基礎である「音程

の練習」について記していきます。歌は、発声

がしっかりできていたとしても、実際にメロデ

ィーを歌った時に音程がズレていては意味があ

りません。ギターやベースの場合は、メカニカ

ルに指板の押さえる場所（キーボードは鍵盤の

場所）を覚えれば、音程を外すことはありませ

んが、ボーカルは「声」で音程を操作しなけれ

ばなりません。ボーカリストが最も音程の練習

をしなければいけないパートだと言えます。

　例えば、カラオケにガイドメロディーが入っ

ていると、苦手なメロディーが少し歌いやす

くなります。しかし、これはガイドメロディー

を聴いて後から追いかけて歌っているだけなの

で、ちゃんとメロディーを歌えているとは言え

ません。本来は、伴奏を聴きながら自分自身の

身体の中にメロディーの変化を感じ、タイミン

グ良く音程をコントロールできることが理想で

す。歌のメロディーと伴奏とのハーモニーをし

っかりと感じて歌えるようになれば、「音程が

とれない」「高い音域から低い音域に一気に変

わるメロディーを歌えない」「複雑なメロディ

ーを歌えない」といったような悩みが解決しま

す。まずは、簡単でシンプルな練習から行って、

音程をコントロールするための基礎力を上げま

しょう。

　基本的に、楽曲のメロディーは「スケール（音

階）」から作られています。スケールとは、一

定の法則に従って並べられた音の列のことで、

一番シンプルで基礎的なスケールは「メジャー

スケール（長調）」です。「ドレミファソラシド」

というスケールのことを、ポピュラー・ミュー

ジックでは「ド（C）」から始まるスケールなの

で「Cメジャースケール（ハ長調）」と言います。

この誰でも知っている基本的なスケールをきち

んと発声することは意外と難しいものです。理

由は 8 つの音の差が均等ではないからです。C

メジャースケールの場合、ミとファ、シとドは

半音離れていて、他の音は全音（半音 2 つ分）

離れています。この音の差がしっかりと身体に

染み込んでいないと音程はとれません（譜例1）。

さらには、「音の立ち上がり」や「音の切り替え」

などをかなり正確に（ピアノの音のように）で

きないと、マイナースケール（短調）やキー（調）

を変えた他のスケールに対応することは難しく

なります。最初は 1 オクターブのシンプルなメ

ジャースケールで、音程をしっかりと発声する

練習をとことん行いましょう。

　ちなみに、スケール練習の前には必ず発声練

習を取り入れてください。しっかりとした腹式

呼吸での正しい発声ができていないと、スケー

ル練習も意味がありません。

　小さなシンセサイザーやスマートフォンのア

プリなどでも構わないので、ピアノの音が鳴る

物を用意してください。音程をしっかりと確認

できるように、できればスピーカーなどにつな

いで生徒の皆さんの声よりも大きくピアノの音

が出るようにしてください。

　まずは、ピアノの「ド」の鍵盤を弾いて、そ

の音に合わせて発声します。いきなり地声では

なく、発声練習の時と同じようにリップロール

（第3回参照）で「1、腹式呼吸」「2、音程」「3、

音の立ち上がり」「4、声の太さ」を確認しなが

ら集中して行ってください。ドの次は、レ、そ

してミ、ファ、ソ、ラ、シ、ドを 1 音ずつ同じ

ように 1、2、3、4 を確認しながらリップロ

メロディーは
「スケール」からできている

基本的な「スケール」の練習で
「音程」の基礎力を高める

「スケール・シンギング」の練習
で苦手な「音の差」を克服する

基礎的な「ハーモニー」の練習で
「和音」の感覚を育てる

「メロ譜書き」と「楽器」を
普段から行うことで土台を作る

▲譜例1　Cメジャースケールの譜面とピアノの鍵盤の位置

▲譜例2　Cマイナースケールの譜面とピアノの鍵盤の位置

基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！
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キーボード基礎練習

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習

メジャースケールで指を入れ替える場所と指の

種類を確認しながら弾いてみましょう。慣れて

きたら、こちらも右手と同じようにメトロノー

ムを使って 2 オクターブを上下する練習をしま

しょう。

　右手と左手を別々にそれぞれ練習したら、両

手同時に行います。ピアノ未経験者にとっては

少し難しいかもしれませんが、キーボードを弾

くための基礎的な運指なので頑張って地道に練

習してください。

　キーボードの全体練習としては、シャープ系

メジャースケールだけでも十分ですが、応用編

として「フラット系メジャースケール」の練習

方法も説明しておきます。フラット系のメジャ

ースケールを右手で弾く場合は、親指からスタ

ートしないことが多くなります。しかし、規則

性の 1 つとして、F と C に親指を置くことが

基本です。F の位置に親指を置くと、人差し指、

中指、薬指が黒鍵を自然な形で弾くことができ

ます。指を置く位置の確認ができたら、F の音

をスタートにして「F メジャースケール」を弾

いてみましょう。Fメジャースケールは、B（シ）

の音がフラットするので、4 の指（薬指）が黒

鍵の B ♭を押さえることになります（図 3）。

2 オクターブ弾く場合は、オクターブ上の F の

音を 1 の指（親指）に変更します。シャープ系

メジャースケールとは逆に、4 つと 3 つのかた

まりになっていることを意識しましょう。

　次は「左手」です。左手の場合も同じよう

に F をスタートにして小指から弾いてくださ

い（図 4）。今度は 2 の指（人差し指）で B ♭

の音を弾くことになります。2 オクターブの場

合は、オクターブ下の F の音を 1 の指（親指）

に変更します。スムーズにできるようになった

ら、メトロノームを使って両手同時に行ってみ

ましょう。

　ポピュラー・ミュージックは、「コードの音楽」

と言われるほど「コード」に重要性があります。

しかし、譜面に書かれたコードをどうやって押

さえるのか、どのように演奏したら良いのか…

ということに「これだ！」という正解はありま

せん。しかも、楽曲のテンポやボーカルの声域、

他の楽器との音域などを、演奏しながらリアル

タイムに考えて演奏する必要があります。そう

いった意味では、ポピュラー・ミュージックに

は、譜面に書かれたことを再現する部類の音楽

とは違った難しさがあり、1 つのコードネーム

に対してどれだけ多くの押さえ方ができるかと

いう知識とセンスが大切になってきます。

　その手助けとなりコード練習の基礎となるの

が「転回形」です（譜例）。転回形とは、「基

本形」の構成音のボイシング（音の積み方）を

変えていったものです。練習方法としては、最

初に基本形の構成音を確認して弾き、そのあと

続けて 4 つの転回形を順に押さえていきます。

スケールの時と同じように、メトロノームを使

ってリズムの中で練習するようにすると良いで

しょう。メトロノームに合わせながら、迷うこ

となく転回形を順番に弾けるかがチェックポイ

ントです。これを左手で行うこともさらに効果

的ですが、初心者などで難しい場合は右手だけ

でも構いません。

　コードの構成音を理解できているのであれ

ば、他のメジャーコードでも同じように練習し

てみてください。基本形を押さえる鍵盤の位置

を視覚的に把握できると、指の動きの迷いが軽

減されるので、まずは基本形でしっかりと鍵盤

の配色パターン（白鍵と黒鍵）を頭に入れまし

ょう。この配色パターンを覚えておくと、マイ

ナーコードもスムーズに押さえることができる

ようになります。

　余裕があれば、黒鍵をルート音とする、主に

フラット系のコードである D ♭、E ♭、A ♭、

B ♭、G ♭の各メジャーコードも、同じように

形を分類して視覚的に把握しながら練習してみ

てください。また、鍵盤パートが何人かいる場

合は、誰かがリーダーとなり、リーダーがコー

ドの基本形を弾き、他の人がそのキーのスケー

ルを1オクターブ（慣れてきたら数オクターブ）

で往復して弾く、あるいは転回形を弾くといっ

た、グループ練習も効果的だと思います。

文・竹中啓一

　軽音楽部でキーボードを担当する生徒の中に

は、小さい頃からピアノやエレクトーンを習っ

ていた経験がある人が多いように思います。譜

面の読み書きができて、鍵盤である程度音楽を

奏でられる、発表会の舞台に立った経験もある

…など、軽音楽部に入部して初めて楽器に触れ

る生徒に比べると大きなアドバンテージであ

り、キーボードは経験者と初心者の差が他のパ

ートよりも大きいのではないかと思います。今

回は、初心者向けのメニューを紹介しますが、

ピアノ経験者にとっては小さな頃から行ってい

ることでもあると思うので、そういった生徒は

「指導役」にまわってください。他人にものを教

えるということは、自分自身にとって勉強にな

ります。

　さて、今回は、主に鍵盤をスムーズに弾ける

ようになるための「運指」にスポットを当てた

エクササイズ・メニューになります。音楽には、

スケール（音階）にもコード（和音）にも「メ

ジャー」と「マイナー」の2種類がありますが、

キーボードの全体練習としては「メジャー系」

のみを使って行えば十分だと思います。また、

ポピュラー・ミュージックでは左手の活用頻度

が比較的低いので、初心者が多い場合は右手だ

けでも構いません。

　ピアノの練習においては、両手の指に親指か

ら小指に向かって 1、2、3、4、5 と番号をつ

けていきます。キーボード担当の生徒への指導

に役立つと思いますので、ピアノの経験のない

先生も、この機会にぜひ覚えておいてください。

　メジャースケールは「シャープ系」と「フラ

ット系」に分かれます。譜面に表す時に、シャ

ープを使うか、フラットを使うかというだけで

す。シャープ系のメジャースケールを右手で弾

く場合は、1 番目と 4 番目の音を「1 の指（親

指）」で弾きます。「Cメジャースケール（ハ長調）」

を例にすると、親指で弾く音はC（ド）と F（ファ）

になります。その結果、3 つと 4 つの「かたま

り」として捉えることができ、「ドレミファソラ

シド」と上昇して弾く場合の運指は、親指から

始まって「12312345」、「ドシラソファミレ

ド」と下降する時は、小指から「54321321」

となります。この規則性と「形」が理解できた

ら、C メジャースケールを 2 オクターブで上下

します。運指をスムーズに行うために少し指使

いが変わるので注意してください（図1）。指を

入れ替える場所と指の種類を意識して「3、4、3、

4 ～」と頭の中で数えながら弾くとやりやすい

と思います。

　慣れてきたら、メトロノームを使ってリズム

の中で行いましょう。最初は 4 分音符で、次に

8 分音符、16 分音符と、だんだん細かくして

いきます。音数が増える（細かくなる）ことに

よって、音量がバラついたりリズムが崩れるこ

とがないように、テンポキープを正確に演奏す

ることを心がけてください。ポピュラー・ミュ

ージックを演奏する上で、テンポキープは何よ

りも大事なことなので、指導のポイントにして

ください。

　余裕があれば、他のメジャースケールでも行

って欲しいのですが、C メジャースケール以外

はシャープが付いて黒鍵を弾く音があるので注

意してください。

　右手の次は「左手」です。左手の運指は右手

と異なり、5 の指（小指）から弾き始めること

になります（図 2）。右手の時と同じように、C

シャープ系メジャースケールの
右手の運指練習

シャープ系メジャースケールの
左手の運指練習 フラット系メジャースケールの

運指練習

コードのいろいろな押さえ方を
習得する練習

▲図1　Cメジャースケールの右手の運指（2オクターブ）。◯で囲った数字は指の入れ替え場所

▲図2　Cメジャースケールの左手の運指（2オクターブ）。◯で囲った数字は指の入れ替え場所

▲図3　フラット系メジャースケールの右手の運指

▲図4　フラット系メジャースケールの左手の運指

▲譜例　Cメジャー・コードの基本形と転回形。ゆっくりなテンポから始めてください

基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！
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　初歩の段階では、リズムに乗って体を動かし

たり、キメやアクセントを体が動くくらい大き

く捉える、他メンバーと合わせるべきところを

体を使って行う…といったことを意識するだけ

でも見え方はだいぶ変わります。個人の例で言

えば、しっかりと前を向いてプレイしているか、

顔の表情を意識しているか、演奏中にメンバー

とアイ・コンタクトを取っているか、歌ったり

演奏していない時に気が抜けていないか…など

もチェックしてみてください。特にフロント・

マンであるボーカリストは、手の使い方や目線

なども重要です。

　ギター・アンプやベース・アンプといった大

会の常設機材は、普段学校で使っているものと

違う機種になります。同じ型番であっても個体

差があるので音は変わります。当日にあたふた

しないためにも、現在ではエフェクターを使っ

て音を作り、アンプによる音の変化を少なくす

ることが一般的です。使用機材が一緒なのにも

関わらず、バンドごとにサウンドが違うことや、

楽曲に合った音作りをしているかも注目して欲

しいポイントです。

　ギターとベースは、チューニングにも注意が

必要です。初心者の場合はそこまで気がまわっ

ていないことも多々あります。また、楽器本体

の調整ができていなかったり、変則チューニン

グに全員が合わせていなかったりすると、せっ

かくの演奏も台無しになってしまいます。

　サウンド面に関しては、キーボードも同様の

ことが言えます。キーボードを持ち込んだバン

ドは、音色の調整をしていることがほとんどで

す。また、ドラムのペダルやスネアも普段との

違いに苦しむ可能性があります。スネアやペダ

ルを持ち込んでいないドラマーは、違和感を感

じながらプレイしているかもしれません。

　コピーの場合、注意が必要なのは「選曲」で

す。レベルに合っていない楽曲であれば、ミス

が多くなるのも当然です。挑戦と確実性とのバ

ランスが難しいですが、各バンドのレベルと選

曲をアナライズしてみても面白いと思います。

　また、全国ではオリジナル曲を作っている学

校やバンドが増えています。楽曲自体の良し悪

しではなく、その「創作過程」を推し量ること

も参考になります。メンバー間で意見を出し合

い、きちんと「揉め」ながら1つの作品を作っ

てきたか、お互いを尊重しながら自分の居場所

を理解し、「One for All, All for One」になっ

ているか、皆んなでメッセージを伝えようとし

ているか…といった辺りを探っていくと、バン

ドとしてのまとまりが見えてきます。

　大会において、いくら個人力より総合力（ア

ンサンブルや演奏のまとまり）を重視して審

査しても、やはり技術力が高い方が有利にな

ることは間違いありません。単純に、上手な

バンドの演奏を見るだけでも部員のモチベー

ションは上がると思います。「あんな風に歌っ

たり演奏してみたい」という憧れは、大きな

原動力となるでしょう。しかし、本当に見る

べきポイントは、「上手さ」ではなく「巧さ」

です。高い技術力を使っていかに楽曲を表現

し、アンサンブルにマッチさせているか。自

己表現だけではなく、合奏のために身につけ

た技術を使っているか…は、研究してみる価

値がある部分です。

　また、賞を獲るようなバンドに共通してい

るのが「リズムの良さ」です。個人個人もそ

うですが、バンドでのリズムの一体感をどれ

だけ重視しているかは、総合力として表れま

す。リズムの良さは、スタッカート、テヌー

ト、音価、強弱、アクセント、シンコペーショ

ンといった音楽的な部分の習熟に表われると

も言えます。

　パフォーマンスと言っても千差万別ですが、

「見られている」と「見せている」ではステー

ジングに大きな違いが出ます。いわゆる「発

表会」とポピュラー・ミュージックの「ライ

ブ」では目指す目標が少し違います。軽音楽

はエンターテイメントなので、何かを「伝え

る」意識も必要です。当然、慣れもありますが、

ステージ内だけを気にして演奏しているのか、

ステージの外の観客に向けて全員で何かを伝

えようと演奏しているかは、大きな差となっ

て出てきます。

プレイ

パフォーマンス

機材、サウンド・メイク

楽曲

第3回 高等学校軽音楽コンテスト 中部大会 グランプリ
カカオ52％／愛知県立岩倉総合高等学校
まさに総合力の勝利。全員のリズムのキレが心地良い

第8回 愛知県高等学校軽音楽大会 奨励賞
すずらん／名古屋経済大学市邨高等学校
大人数でのオリジナル曲。演奏のまとまりが強み

の演奏映像を見るポイントの演奏映像を見るポイント
軽音協の Youtube チャンネルは、学内外での軽音楽部の宣伝や記念として活用していただ軽音協の Youtube チャンネルは、学内外での軽音楽部の宣伝や記念として活用していただ
くと共に、「他校との違い」を研究する良い材料になります。音楽的なチェック・ポイントくと共に、「他校との違い」を研究する良い材料になります。音楽的なチェック・ポイント
を挙げてみますので、良いプレイは参考にし、まだまだな部分は反面教師として、部員たちを挙げてみますので、良いプレイは参考にし、まだまだな部分は反面教師として、部員たち
と一緒に何度も見てモチベーション・アップ、ステップ・アップへとつなげてください。と一緒に何度も見てモチベーション・アップ、ステップ・アップへとつなげてください。

人のプレイ見て我がプレイ直せ

2020年から最新の夏大会（2024年）まで、
全国学校軽音楽部協会主催の大会に出場した
583バンドの演奏映像を視聴できます。プロ
ジェクターで動画を映し出したり、部のPAシ
ステムで音声を大きく出力するなどして意見
交換や検証を行うなど、部活動全体はもちろ
ん、各バンドや個人でも、他校のバンドから
学び、演奏技術やパフォーマンス、ステージ
での振る舞いの参考に活用してください。

軽音
ちゃん
ねる

QRコードを読み
取って、チェック！

出場バンドの演奏映像を
YouTubeで公開中！

高等学校軽音楽コンテスト
近畿北陸大会

19バンド

第8回

高等学校軽音楽コンテスト
中部大会

20バンド30 バンド

第10回

高等学校軽音楽文化祭
国際大会

8 バンド

第1回

愛知県高等学校軽音楽大会
第15回

高等学校軽音楽コンテスト
関東大会

25バンド

第5回

全国学校軽音楽部協会

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org
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自由研究発表

シンポジウム

日本部活動学会 第8回大会

日時：

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
アクセス：https://nyc.niye.go.jp/access

参加費：2,000 円(学生 1,000 円)
　　　　情報交換会[任意]：5,500 円(会員・非会員共通)

中山弘之

参加申込 お申し込みはこちらから

https://bukatu08.peatix.com

※参加費「プログラム・発表要旨集」誌代を含む
※非会員の方は、日本部活動学会にご入会の上、2025年の会費を納入
　していただくと、学会大会には会員価格でご参加いただけます。

愛知教育大学

朝倉雅史
筑波大学

玉木博章
中京大学 非常勤講師

有山篤利
追手門学院大学

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター
　　　センター棟

主催：日本部活動学会

令和時代のブカツの在り方を探る
部活動の地域移行（連携）の方針が打ち出されて以来、部活動改革の議論は「地域移行ありき」の 様相を呈しているが、部活動の

教育的な意義を残しながら、新たなブカツの形を模索し、学校内で活動することは不可能なことなのか。部活動 の歴史を検証し、

その教育的な意義を確認しながら、文化部活動や運動部活動の新しい「ブカツ」の 形を議論していきます。

教育学 運動部 文化部コーディネーター

3月8日(土)

9:00　開場
9:30　自由研究発表開演
13:00　シンポジウム開演
16:00　閉会式
18:00　情報交換会（任意）

一般視聴者募集

日本部活動学会とは…　・部活動のあり方をじっくり研究し、関係する皆様との相互研
鑽を図る場とします・研究と実践の往還を重視します

・アスレティックトレーナーを活用した運動部活動の実践研究
　　　神谷 拓（関西大学）、井ノ下耕大（大阪リゾート＆スポーツ専門学校）、齋藤 光（関西大学大学大学院）、松本 悠（関西大学大学院）

・中学校の部活動における部の収支及び家庭の支出に関する研究
　　　吉野全洋（厚木市立荻野中学校）、浜田幸史（鹿児島県立短期大学）、齊藤 勇（日本地域部活動文化部推進本部）、関 朋昭（鹿屋体育大学）

・運動部活動員が抱く指導に対するニーズの競技間の違い
　　　渡邊裕也（日本経済大学）、池田和司（日本経済大学）、西野太陽（日本体育大学大学院）
・「クラブ・部活動の自治」を学ぶ通信制高校の体育授業

　　　松本　悠（関西大学大学院）、神谷 拓（関西大学）

・部活動経験を通して自治の大切さを実感する条件に関する探索的検討 伊田勝憲（立命館大学教職研究科）

・これからの学校における新たなブカツの提案 上木雷太（兵庫教育大学 大学院）

・小規模自治体の持続可能なクラブ活動と部活動の運営について 小野寺淳（真室川町立真室川中学校）

・中学校運動部活動地域移行について 桂本尚樹（滋賀県教育委員会保健体育課、筑波大学大学院）

・生徒の声で創る放課後活動 長瀬基延（江南市立布袋中学校）

・部活動の地域移行にともなう大学における学生指導実践について 永谷　稔（北翔大学）

・地域クラブ活動の実際 槇野邦彦（岡山大学教師教育開発センター）

　今月号は「第 2 回 全国
高等学校軽音楽部オリジナ
ルソング・グランプリ」にて
「インスト部門」の優秀賞

を受賞した、神奈川県横浜市にある横浜清風高等
学校 フォークソング部顧問の羽鳥拓志先生にイン
タビューを行いました。羽鳥先生は顧問や部員た
ちの世代が代わっても変わらない「持続可能な部
活動」を目指されており、部長や副部長以外にも「ラ
イブ委員」や「広報委員」をはじめとする役職を
設けることで、部活動全般に関わる役割を細分化

し、部員たちへの周知や理解を深め、次の世代に
継承していこうとされていました。自ら積極的に取
り組み、楽しみながら活動してもらえるよう、いろ
いろと試行錯誤しながら進めている「成長期」の
段階とのことで、今後の同校の活躍が楽しみです。
　2月は、兵庫県と愛知県で「軽音学ぶセミナー」
を開催しました。「音と電気と音響の基礎知識」
に関する座学にはじまり、ボーカル・ギター・ベー
ス・ドラム・キーボードのパートごとのレッスン
や代表バンドによるアンサンブルのクリニックな
ど、4 月から後輩を持つ現役生に向けて、ブラッ
シュアップを目的としたセミナーを実施。セミナー
への参加をきっかけにモチベーションが向上し、
ますます練習に励んだり、後輩へ指導する際のポ
イントなどが伝わっていると嬉しく思います。
　2 月 16 日（日）には、日本工学院専門学校
（東京都・蒲田）にて、第 6 回 高等学校軽音楽コ
ンテスト関東大会に出場するバンドを対象にした
「クリニック」を開催しました。1 月のクリニッ
ク同様、今回も各校の開始時刻の 1 時間前にボー
カルやコーラスのメンバーに向けた「ボーカル
レッスン」を行い、発声方法や滑舌、歌詞の乗せ

方や英詞を発音する際のコツなどのアドバイスを
行った上で、50 分間のクリニックを実施。音作
りやアレンジ、サビへの盛り上げ方など、講師陣
が具体的なアドバイスをいくつも行い、本選を見
据えたブラッシュアップの機会になりました。
　さて、3 月下旬の春休み期間中に「高等学校軽
音楽コンテスト関東大会・中部大会・近畿北陸大
会」を各地で開催します。ぜひ部を挙げてお越し
いただき、本選出場校（バンド）の演奏を聴いたり、
審査員の講評に耳を傾けるなど、学びの機会にし
ていただけると幸いです。

左のQRコード
から記事を読む
ことができます

改めてライブ本番前に行うサウン
ド・チェックの意味と注意点を見直
してみましょう。自分たちの演奏や
イベント自体の成功に大きく近づく
鍵です！

全国の約 4,800 校の高等学校の中
で軽音楽系の部活動がある 2,042
校のリストです。
「月刊 軽音楽部」は顧問あてに無料
配布しています。 リストはこちら

  Event Calender

  役に立つオススメコンテンツ

  編集後記

軽音学ぶセミナー

軽音合同演奏会

その他

 3月29日（土）  第9回 高等学校軽音楽コンテスト近畿北陸大会（宇治市文化センター 大ホール）

 3月25日（火）  第6回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会（国立オリンピック記念青少年総合センター 大ホール）

 3月30日（日）  第11回 高等学校軽音楽コンテスト中部大会（名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館））

お問い合わせ：info@keionkyo.org　TEL：045-913-0901

 2 月 15 日（土）	 愛知県　会場：専門学校名古屋ビジュアルアーツ・アカデミー

 3 月 26 日（水）	 東京都　会場：宝塚大学（スマホ撮影テクニック講座）

  準備中

配布校リスト

配布校リスト 配布校リスト

配布校リスト

全国学校軽音楽部協会／事務局　三谷暢之

▲パートごとのレッスンでは、中級～応用レベルの講義を実施

リハーサルの作法

▲関東大会の本選に出場するバンドのクリニックを行いました
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ー マネージャーのお仕事全般について教えて

ください

砂場：私自身、大手事務所でアーティストマネー

ジャーとして勤務していましたが、仕事の内容

は多岐に渡ります。よく挙げられるもので言う

と、「①スケジュール管理」や「②ライブ・メディ

ア出演時のサポート」あたりだと思います。

　細かく紐解いていくと「①スケジュール管理」

では、そもそも受けるべき仕事なのか、前後の

稼働（場所／時間）を考慮して受けられるもの

なのかといった、「アーティストファースト」

の思考を持ちながら様々な業務を遂行しなけれ

ばいけません。

　「②ライブ・メディア出演時のサポート」では、

衣装をはじめ、ライブやメディアに出演する際

のライブスタッフ／メイク／衣装などのスタッ

フの管理など、決してアーティストのスケジュー

ルだけを管理するものではありません。本番に

向けたリハーサルスタジオ、さらには、そのス

タッフの手配など、1 つの仕事に対していくつ

ものタスクがあり、それらを器量よく、何より

もアーティストに100% のパフォーマンスをし

てもらえる環境を作るのが、マネージャーにとっ

て非常に大切な仕事だと考えています。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか。

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

砂場：エンタテイメントのお仕事なので、関係

者でないと見れない・知ることのできない業務

が多々あります。そのため、ネットや人から聞

く話で偏った知識を得るのではなく、「より多

くのライブへ行く」「より多くのジャンルの音

楽を聴く」「ライブ DVD のエンドロールに出

てくる会社を調べる」といった、今からでも、

誰でもできる「好きを仕事にするための行動力」

を身に付けておくことが大切だと思います。こ

の「行動力」がすべての物事に対しての自分自

身の成長につながるはずです。

ー マネージャーのお仕事の楽しいところや、

やりがいを感じる瞬間を教えてください

砂場：今まで自分が見ていた「アーティストが

音楽をファンに届ける」、その過程を間近で見

られるだけでなく、携わった作品やライブで感

動しているファンの姿を見ると、エンタテイメ

ントでしか得られないやりがいを感じることが

できる、唯一無二の仕事だと思います。

ー マネージャーのお仕事は、どんな人にオス

スメですか？

砂場：自分自身が信じられる存在のために、苦

労や努力を惜しまない方だと考えています。携

わるアーティストやタレントを通して、国内外

のどこかにいる誰かをどれだけ幸せに、人生を

豊かにすることができるか、そこにやりがいや

達成感を感じられる、そんな人にマネージャー

という仕事がオススメです。

ー マネージャーの仕事を続けるのに大切なこ

とは何でしょうか？　3つほど教えてください

砂場：1 つ目は「報連相（報告・連絡・相談）」

です。これは上司だけでなく、アーティストに

も報連相をすることが大切です。現場のマネー

ジャーだけでは判断できないことが多々起こり

得るのですが、そういった時に自分だけの判断

で行動しないことが吉です。1 人で仕事をして

しまうと、周りのスタッフも離れていきますし、

アーティストの信用を失うと、いよいよマネー

ジャーという仕事を続けるモチベーションが保

てなくなると考えています。

　2 つ目は「常にアンテナを張っておく」とい

うことです。エンタテイメント業界は常に進化

しています。SNS の流行り廃りのスピード感

もそうですが、世の中に出ている技術や演出も

1 年、2 年前には構想されているもの、もしく

はアメリカや韓国では数か月前に流行ったもの

が多く、日本はやはり遅れを取っているように

感じることがありました。アーティストはクリ

エイティブなアイデアや斬新なものを求めてお

り、会話の中でもそういったことが話題になる

ので、音楽のみならず、配信サービスやSNS、

技術系の分野から最先端な情報を集めておくこ

とが大切です。

　3 つ目は「2 つ、3 つ先を考えること」。こ

れは、どの仕事にも言えることですが、目の前

のことだけを一生懸命に取り組むのは学生の間

だけです。1 つのライブやリリースを行うま

でには、いくつもの過程があり、またその後の

展開も必ず考えておかなければいけません。ツ

アーを例に挙げてみると、ライブが終わったら

アーティストはこの後、何時にどうやって移動

するのか、明日はどこへ何時に行くのか、また

それに伴う必要な衣装などはあるのか…と、無

限に想定をしておかなければいけません。今の

時代ですと「楽曲がバズった時の初動は想定で

きているのか」という点は、特に若手アーティ

ストにとっては重要かもしれません。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

行動力が自身の行動力が自身の
成長につながります成長につながります

音楽やエンタテイメントにまつわる職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回はマネージャーの仕事につ

いて、日本工学院専門学校／コンサート・イ

ベント科の砂場成朗先生に伺いました。日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

マネー
ジャーの

仕事

▲アーティストが万全なパフォーマンスをする環境を作ります
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ー ライブハウスにおける音響のお仕事につい

て教えてください

東：ざっくりと説明すると、ライブハウスのス

テージで演奏を披露するミュージシャンの対応

になります。それとは別で、イベントや企画内

容によっては、音響を担当するオペレーターも

主催者側が用意することもあるので、その際は

ライブハウス側は会場の管理や運営に徹しま

す。ライブやイベントで音響のオペレートをし

たり、ステージスタッフとしてマイクをセッ

ティングしたり、楽器やアンプ類を設置するか、

ライブハウス側が音響を担当しない場合は、会

場や付帯設備の管理業務がメインになります。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか。

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

東：入学後に基礎的な部分から丁寧に講習を行

うので、事前の知識などは特に必要ありません。

趣味で楽器の演奏ができたり、歌うのが好きな

のであれば、そのくらいで十分です。音響の知

識というよりも、ギターやベース、ドラムやキー

ボードなどの楽器の扱い方や音の出し方を知っ

ているのが理想的かもしれません。演奏はでき

なくても構わないので、基本的なセッティングの

仕方がわかっていると役に立ちますし、音響担

当者としても必要な知識の1つだと思います。

　ちなみに、本校の音響芸術学科に進学する学

生で軽音楽部の出身者は、年度にもよりますが、

大体 3 割くらいです。今の 2 年生は軽音楽部

出身者が多いのですが、1 年生は少ないなど、

ややバラつきがあります。他には、通っていた

高校に軽音楽系の部活動がなかったり、趣味で

楽器を演奏していたり、小さい頃に習い事でピ

アノをやっていて…という学生もいます。

　音響芸術学科に進学した理由やキッカケは人

によって様々ですが、高校時代に軽音楽部に所

属しており、楽器を演奏しながら、音響の仕事

にも携わっていたので興味が湧いた…という場

合と、プロのアーティストやアイドルのコン

サートに足を運んだり、ライブ DVD などを観

ているうちに音響の仕事に憧れて…という 2

つが大きいと思います。

ー ライブハウスにおける音響の楽しいところ

や、やりがいを感じる瞬間を教えてください

東：会場の規模にもよりますが、コンパクトな

ライブハウスの場合は、基本的に同じアーティ

ストが出演することが多く、週に一度くらいの

ペースでステージに立っています。そんなアー

ティストの音響を担当しているうちにブラッ

シュアップしていくと言うか、オペレーターと

してアーティストに認めてもらえた時が特に楽

しいと感じる瞬間だと思います。他にも、終演

後に退場するお客さんの満足そうな笑顔とか、

自分がオペレートをしている最中にステージを

見ながら泣いているお客さんを顔などを見る

と、そんな素敵な仕事に携われていることに大

きなやりがいを感じます。

ー ライブハウスにおける音響のお仕事は、ど

んな人にオススメですか？

東：「音楽が好き」というのは大前提として、

同じところ（職場）で、ずっと同じことをでき

る人が向いていると思います。音響のオペレー

ターは各地の様々な現場に行って、いろいろな

会場で PA システムを組み、業務にあたるので

すが、ライブハウスの場合は変わり映えしない

んですよね。そのため、同じところで、ずっと

同じ仕事ができる人には向いていると思うので

すが、いろいろな現場に赴いたり、様々な会場

で小規模～大規模なライブやイベントの音響に

従事したいと考えている人には、あまり向いて

いないかもしれません。音楽が好きで、いつも

のライブハウス…言い換えると「自分の城」の

ような場所で、いつもの仕事をするのが好きな

人には、最高の職場であり、仕事だと思います。

ー 音響の仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか？

東：先ほども説明したとおり、ライブハウスの

場合は同じ場所で、同じ業務をすることになる

ので、そこで自分が「どれだけ成長できるか？」

という向上心や探究心が大切になります。

　一方で、アーティストだけでなく、音響のオ

ペレーターも乗り込みで来店されることもある

ので、その際はきちんとコミュニケーションが

取れて、困っていることはないかなどの細やか

な気遣いができると良いですね。ライブハウス

はスタッフの対応の如何で、次回も利用してく

れるかどうかが大きく変わってくるので、「ま

た利用したい」と思ってもらえるためにも、自

分から積極的にケアをいないといけません。

　また、出勤する時間帯が早い時もあれば、午

後からの場合もあるなど、不規則な生活リズム

になりがちなので、体調管理をしっかりと行い、

時間や期限もきちんと守れるのが何よりも大切

だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

仕事への向上心や仕事への向上心や
探究心が大切です探究心が大切です

音楽やエンタテイメントにまつわる職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回はライブハウスにおける音

響の仕事について、専門学校大阪ビジュアル

アーツ・アカデミー／音響芸術学科の東 明日

香先生に伺いました。専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー

音響の仕事
（ライブハウス）

▲資料を元にセッティングなどを確認します
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